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【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う

（１） ２０２５年２月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２２号

昨
年
の
漢
字
は

「
金
」
で
し
た
が
、

自
民
党
の
裏
金
問

題
な
ど
お
金
に
関

わ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と

が
ら
が
多
か
っ
た
で
す
。

12
月
だ
け
で
も
金
融
関
係

で
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
支

店
の
店
頭
業
務
責
任
者
に

よ
る
貸
金
庫
窃
盗
事
件
で

被
害
額
は
時
価
十
数
億
円

に
。
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

の
販
売
員
の
保
険
証
券
偽

造
に
よ
る
保
険
金
詐
取
約

８
千
万
円
に
。
野
村
證
券

の
自
社
資
金
に
よ
る
日
本

国
債
の
先
物
取
引
で
の
相

場
操
作
で
、
金
融
庁
の
課

徴
金
２
１
７
６
万
円
に
続

き
、
12
月
の
大
阪
取
引
所

の
過
怠
金
６
千
万
円
に
。

イ
オ
ン
銀
行
の
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
（＝

資
金
洗

浄
）
対
策
の
内
部
管
理
体

制
不
備
に
金
融
庁
の
業
務

改
善
命
令…

な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
自
民
党
の
経
済

失
政
、
無
策
で
国
民
の
暮

ら
し
の
困
難
が
続
く
今
年

こ
そ
、
参
議
院
で
も
与
党

過
半
数
割
れ
に
追
い
込
む

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

１
月
14
日
（
火
）
午
後
４
時
か
ら
５
時

半
ま
で
、
大
阪
年
金
者
組
合
結
成
35
周
年

記
念
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

司
会
は
中
島
書
記
長
、
主
催
者
挨
拶
は

伊
藤
副
委
員
長
、
出
席
の
来
賓
は
、
山
本

年
金
者
組
合
中
央
副
委
員
長
、
福
岡
大
阪

労
連
議
長
、
清
水
日
本

共
産
党
府
委
員
会
副
委
員
長
、
前
村
大
阪

労
連
共
済
会
専
務
理
事
、
西
岡
機
関
紙
協

会
大
阪
府
本
部
理
事
長
、
坂
手
機
関
紙
協

会
事
務
局
長
、
永
井
年
金
裁
判
原
告
団
長
・

元
委
員
長
、
松
井
元
委
員
長
、
加
納
前
委

員
長
で
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
杉
澤
年
金
者
組
合
中

央
委
員
長
、
福
岡
大
阪
労
連
議
長
、
川
辺

大
阪
労
連
共
済
会
理
事
長
、
久
家
大
阪
高

齢
期
運
動
連
絡
会
会
長
、
大
口
大
阪
生
健

会
会
長
、
社
会
民
主
党
、
新
社
会
党
か
ら

頂
き
ま
し
た
。

社
会
民
主
党
大
阪
府
連
合
代
表
長
崎
由

美
子
さ
ん
か
ら
丁
寧
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

『
全
日
本
年
金
者
組
合
大
阪
府
本
部
創
立

35
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
和
憲
法
を
生
か
し
、
社
会
保
障
制
度
の

充
実
等
を
掲
げ
て
日
頃
よ
り
の
活
動
、
特

に
公
的
年
金
収
入
に
頼
る
人
も
増
え
、
年

金
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
前
か

ら
先
進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
と

も
共
に
連
帯
し
て
頑
張
り
ま
す
』

勝
井
副
委
員
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ

た
こ
の
会
は
和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。

な
つ
か
し
い
歴
代
の
委
員
長
の
皆
さ
ん
と

も
歓
談
で
き
、
元
気
の
出
る
お
話
も
伺
え

ロ
シ
ア
は
侵
略
戦
争
を
や
め
よ

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
や
め
よ

国
は
物
価
を
超
え
る
年
金
に
引
き
上
げ
よ

大
阪
府
・大
阪
市
は
万
博
・カ
ジ
ノ
を
中
止
せ
よ

【左上から右下へ】加納前委員長・会場の風景。西岡機関紙協会理事長・伊藤副委員長・永井元委員長・
松井元委員長・福岡大阪労連議長・清水日本共産党大阪府委員会副委員長（お詫び：写真載せきれません）



昨
年
12
月
９
日
～
10
日
の

２
日
に
亘
り
第
47
回
中
央
委

員
会
が
左
記
の
通
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
９
日
（
月
）
は
、

午
後
１
時
開
会
。
司
会
者
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
議
長
・
委

員
選
出
、
杉
澤
隆
宣
中
央
執

行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

加
藤
健
次
弁
護
士
に
よ
る
ミ

ニ
講
演
会
。
休
憩
を
は
さ
み
、

木
田
保
男
中
央
書
記
長
に
よ

る
第
27
回
定
期
大
会
ま
で
の

活
動
方
針
案
の
提
案
。
次
は

６
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
に
よ
る
質
疑
・
討
論
。
10

日
（
火
）
は
９
時
30
分
開
始
。

○
大
阪
府
本
部
か
ら
は
、

３
人
が
発
言
し
ま
し
た
。

●
要
求
実
現
の
運
動

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
出

来
る
年
金
制
度
を
目
指
す
取

り
組
み

①
大
阪
の
年
金
支
給
日
宣
伝

の
取
り
組
み
は
各
支
部
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
全
て

の
支
部
が
出
来
て
は
な
い
の

で
「
年
金
改
革
旋
風
」
を
起

こ
す
た
め
実
施
を
強
化
し
て

い
く
。

②
年
金
改
善
署
名
で
は
、
組

合
員
１
人
３
筆
と
し
、
家
族
、

友
人
、
知
人
、
地
域
の
諸
団

体
（
労
働
組
合
・
民
商
・
生

健
会
・
自
治
体
）
に
も
働
き

掛
け
る
。

③
共
済
加
入
を
積
極
的
に
勧

め
て
い
く
。

中
島

信
明

●
大
阪
府
本
部
で
の
組
織
強

化
に
つ
い
て

①
大
阪
府
本
部
で
は
、
組
合

員
数
が
２
０
１
７
年
に
１
万

人
を
超
え
て
以
来
現
在
に
お

い
て
も
減
少
傾
向
に
歯
止
め

が
か
か
り
ま
せ
ん
。
９
月
に

最
高
現
勢
回
復
を
と
「
１
万

人
組
織
建
設
委
員
会
」
（
み

ら
い
委
員
会
）
を
発
足
し
ま

し
た
。
委
員
会
の
議
論
で
は
、

後
継
者
不
足
を
ど
う
す
る
か

が
テ
ー
マ
で
す
。
方
向
性
と

し
て
は
、
現
役
世
代
、
労
働

組
合
員
と
共
同
し
て
取
り
組

み
60
歳
代
を
迎
え
入
れ
て
い

く
こ
と
。
し
か
し
就
労
者
が

半
数
を
超
え
て
い
る
現
状
で

具
体
策
は
、
議
論
中
で
す
。

②
後
継
者
を
獲
得
し
て
い
く

為
に
は
、
高
齢
者
の
働
き
方

を
巡
る
「
政
治
・
経
済
・
社

会
状
況
」
の
変
化
に
対
応
し
、

年
金
者
組
合
自
身
が
、
変
化

し
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

是
枝

一
成

●
加
齢
性
難
聴
者
補
聴
器
購

入
助
成
運
動
に
つ
い
て

①
大
阪
府
内
で
は
、
補
聴
器

助
成
自
治
体
が
２
０
２
１
年

の
１
市
か
ら
３
年
で
15
市
に

前
進
し
ま
し
た
。

②
補
聴
器
を
め
ぐ
る
新
た
な

動
き
と
し
て
、
東
京
都
は
、

24
年
か
ら
全
国
初
の
単
独
補

助
制
度
開
始
。
７
月
か
ら
耳

鼻
咽
喉
科
学
会
が
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
中
央
本
部
に
も

こ
の
立
ち
上
げ
を
提
案
し
ま

す
。

林

洋
司

２０２５年２月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２２号 (２)

Ｑ
：
日
本
の
年
金
制
度
は

2
階
建
て
で
す
ね
。
１
階
の

国
民
年
金
は
60
歳
ま
で
で
す

か
ら
、
60
歳
以
降
も
会
社
員

と
し
て
働
く
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
部
分
は
払
わ
ず

厚
生
年
金
保
険

料
の
部
分
だ
け

を
払
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
か

Ａ
：
相
談
者
の

問
い
に
あ
る
よ

う
に
日
本
の
公

的
年
金
制
度
は

２
階
建
て
で
す
。

1
階
は
国
民
年

金
で
国
民
年
金

保
険
料
は
20
歳

～
60
歳
未
満
ま

で
の
す
べ
て
の

人
が
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

2
階
は
厚
生
年
金
で
会
社
員

や
パ
ー
ト
と
し
て
働
き
続
け

る
人
は
70
歳
に
な
る
ま
で
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
厚
生
年

金
保
険
料
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
20
歳

～
60
歳
未
満
の
厚
生
年
金
加

入
者
が
厚
生
年
金
保
険
料
を

払
っ
た
場
合
は
、
国
民
年
金

保
険
料
も
払
っ
た
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
国

民
年
金
保
険
料
は
厚
生
年
金

加
入
者
個
々
人
が
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
20
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
厚
生
年
金
加
入

者
全
員
の
国
民
年
金
保
険
料

を
厚
生
年
金
保
険
制
度
か
ら

国
民
年
金
の
費
用

（
保
険
料
）
と
し
て

国
民
年
金
制
度
に
負

担
（
一
括
し
て
払
う
）

し
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
料

の
金
額
は
、
給
与
額

や
手
当
等
の
報
酬
が

同
じ
で
あ
れ
ば
、
60

歳
以
上
の
社
員
で
あ
っ

て
も
60
歳
未
満
の
社

員
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
60
歳
未
満

で
も
60
歳
以
上
で
も

厚
生
年
金
保
険
料
の

計
算
方
法
が
同
じ
で

す
。
た
だ
し
、
60
歳
以
降
も

厚
生
年
金
に
加
入
し
た
場
合

は
将
来
も
ら
え
る
老
齢
厚
生

年
金
（
厚
生
年
金
）
の
受
給

額
は
増
え
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
（
国
民
年
金
）
の
受

給
額
は
増
え
ま
せ
ん
。

府
本
部
年
金
相
談
室

60歳以降も就労すれば厚
生年金保険料のみの支払
いでよいのですか

２０２４年１２月９日（月）１３時～１７時

１２月１０日（火）９時３０～１５時３０分

会場： 全労連会館２階ホール

参加人数：リアル参加：８０人

ズーム参加：１９人

合計９９人

年金支給日宣伝の取り組みを発言

する中島信明書記長

補聴器助成運動について報告する林洋司

執行委員

みらい委員会発足の説明をする

是枝一成副委員長

約100人が一堂に会し開催された

第47回中央委員会



守
口
支
部
は
２
０
２
０
年
に
支

部
単
独
で
補
聴
器
助
成

陳
情
書
を
市
議
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

以
来
、
学
習
会
を
開

催
し
毎
年
陳
情
書
を
提

出
。
府
本
部
作
成
の
資

料
集
を
全
議
員
に
配
布

し
、
会
派
回
り
も
粘
り

強
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
か
ら

は
更
に
運
動
を
広
げ
る

た
め
、
新
婦
人
の
会
守

口
支
部
と
共
同
で
提
出
。

更
に
２
０
２
５
年
度
か

ら
は
守
口
社
保
協
も
キ
ャ

ラ
バ
ン
で
補
聴
器
助
成

を
取
り
上
げ
、
市
と
話
し
合
い
を

開
始
。
支
部
と
し
て
運
動
を
広
げ

る
中
、
昨
年
の
12
月
議
会
陳
情
の

福
祉
教
育
委
員
会
の
審
議
に
お
い

て
、
市
当
局
か
ら
「
２
０
２
５
年

４
月
か
ら
予
算
を
計
上
し
て
実
施

の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
」
と
の

回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

平
井
康
夫
書
記
長
は
、
『
こ
れ

ま
で
の
交
渉
で
、
「
国
が
助
成
す

る
な
ら
」
「
考
え
て
い
な
い
」

「
予
算
が
な
い
」
等
を
く
り
返
し

し
て
い
た
当
局
の
回
答
が
大
き
く

前
進
し
ま
し
た
。
昨
年
の
12
月
議

会
の
議
事
運
営
委
員
会
で
審
議
さ

れ
た
「
国
へ
の
意
見
書
」
は
維
新

の
会
の
見
送
り
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
ま

で
反
対
し
て

い
た
公
明
、

自
民
も
含
め

他
の
４
会
派

は
賛
成
。
こ

の
陳
情
項
目

も
大
き
く
動

き
始
め
ま
し

た
。支

部

は

『
引
き
続
き
、

他
団
体
に
も

更
に
広
げ
、

市
独
自
の
補

聴
器
助
成
制

度
実
現
、
国
へ
の
意
見
書
採
択
、

特
定
検
診
に
聴
力
検
査
を
求
め
て

粘
り
強
く
運
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
』
と
決
意
を
新
た
に
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

林

洋
司

（３）２０２５年２月１５日（土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２２号

今
年
の
前
進
座
初
春
公
演
は
、
京
都
劇
場
で

『
雪
間
草
ー
利
休
の
娘
お
吟
ー
』
。

松
原
支
部
は
今
年
も
14
人
が
観
劇
し
ま
し
た
。

利
休
、
お

吟
（
浜
名
美

貴
）
父
娘
を

中
心
に
、
弟

子
の
宗
三
役
・

國
太
郎
や
秀

吉
を
演
じ
た

芳
三
郎
な
ど

を
配
し
、
権

力
者
・
秀
吉

に
抗
う
利
休

を
客
演
の
林

与
一
が
熱
演
。

前
進
座
の
俳

優
陣
と
切
り

結
ん
だ
見
事

な
舞
台
で
し

た
。こ

の
舞
台

に
は
立
た
ず
、
座
代
表
に
し
て
わ
れ
ら
が
年
金
者

組
合
の
仲
間
、
藤
川
弥
之
輔
が
劇
場
玄
関
で
出
迎

え
、
幕
間
の
ロ
ビ
ー
や
見
送
り
に
と
立
ち
続
け
た

姿
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

松
原
支
部

佐
藤

嘉
明

守
口
支
部

「
２
０
２

５
年
４
月
か
ら
実
施
の
方

向
で
検
討
」
の
答
弁
を
市

か
ら
引
出
す

前
進
座
新
春
京
都
公
演

２０２４年仲間づくり

秋の月間表彰支部

カット 堺北支部 金森丸人さん

拡大数 純増数 拡大率 純増率

枚方支部

堺北支部

２位 ・・・・・ 堺北支部 堺東支部 鶴見支部

３位 堺東支部 堺東支部 鶴見支部 柏原支部

４位 羽曳野支部 松原支部 柏原支部 千早赤阪支部

松原支部 柏原支部

富田林支部 堺西支部

岸和田支部 堺堺支部

鶴見支部

堺北支部 堺北支部

堺東支部枚方支部１位

５位

千早赤阪支部

権
利
討
論
集
会

２
月
15
日
（
土
）
エ
ル
・
お
お
さ
か
＆
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

記
念
講
演
「
猿
田
佐
世
氏
」
南
館
５
階
ホ
ー
ル
・
分
科
会
は
各
会
場



太
平
洋
戦
争
の
民
間
空
襲

被
害
者
ら
を
救
済
す
る
法
律

が
い
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
戦
後
80
年
の
２
０
２
５

年
、
何
と
し
て
も
成
立
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

太
平
洋
戦
争
末
期
、
多
く

の
都
市
が
米
軍
機
等
の
空
襲

を
受
け
、
沖
縄
で
は
米
軍
が

上
陸
し
地
上
戦
に
突
入
。
各

地
が
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
民
間
人
が
空
襲

で
心
身
を
傷
つ
け
ら
れ
、
家

族
や
家
を
失
い
戦
後
、
苦
し

い
年
月
を
送
っ
て
き
た
の
で

す
。戦

後
、
国
は
軍
人
や
軍
属

な
ど
に
60
兆
円
以
上
の
補
償

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
民

間
の
空
襲
被
害
者
や
遺
族
へ

の
補
償
は
拒
絶
。
空
襲
被
害

者
援
護
法
案
が
戦
後
14
回
、

国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が

成
立
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
空
襲
被
害
者
ら

が
国
に
賠
償
を
求
め
た
裁
判

も
敗
訴
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
８
月
、
全
国

空
襲
被
害
者
連
絡
協
議
会

（
全
国
空
襲
連
）
が
結
成
さ

れ
、
14
年
、
空
襲

被
害
者
等
援
護
法

と
沖
縄
民
間
戦
争

被
害
者
に
対
す
る

特
別
補
償
法
の
制

定
を
求
め
る
署
名

を
衆
参
両
院
議
長

に
提
出
。

救
済
法
制
定
を

め
ざ
す
超
党
派
の

国
会
議
員
連
盟
も

で
き
ま
し
た
。
同

議
連
は
２
０
２
０

年
、
空
襲
等
で
身

体
障
害
や
精
神
疾

患
を
負
っ
た
民
間

の
生
存
者
に
対
し

特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
案

を
承
認
。
野
党
は
賛
成
し
ま

し
た
が
、
自
民
党
内
の
手
続

き
が
進
ま
ず
、
国
会
提
出
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

24
年
６
月
の
全
国
空
襲
連

の
集
会
で
同
議
連
の
平
沢
勝

栄
会
長
（
自
民
党
）
は
「
何

と
し
て
も
次
の
臨
時
国
会
で
」

と
発
言
し
た
の
で
す
が…

。

25
年
通
常
国
会
で
必
ず
成
立

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
侵
略
戦
争
が
招
い

た
と
は
い
え
、
民
間
人
へ
の

無
差
別
爆
撃
は
当
時
も
国
際

法
違
反
。
特
に
原
爆
投
下
は

残
虐
極
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
政
府
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
に
よ
っ
て
米

国
へ
の
賠
償
請
求
を
放
棄
。

ま
た
、
政
府
は
防
空
法
に
よ

り
空
襲
下
の
退
去
禁
止
と
消

火
義
務
を
国
民
に
課
し
て
い

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
国

に
は
空
襲
被
害
者
を
救
済
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

(５） ２０２５年２月１５日(土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２２号 (４）

年金者組合は１９８９年の結成時から今

日まで、最低保障年金制度の創設を要求し

て活動を続けてきました。最低保障年金制

度は、高齢者の低年金を底上げし、無年金

者をなくし、女性の低年金の改善につなが

ります。そして、現役世代にも安心して暮

らせる年金制度として引き継げます。２０

２１年６月の年金者組合第２５回定期大会

で「最低保障年金制度第３次提言」を決定

し国民に提起しました（大阪府本部ホーム

ページ参照）。最低保障年金制度は世界の

流れです。国連社会権規約委員会は２００

１年に日本に対して「最低年金を公的年金

制度に導入すること」を勧告しました。さ

らに、２０１３年には再度の勧告を行って

います。「最低保障年金制度」の早期実現

をめざします。

現在の老齢基礎年金額の１／２は国庫負

担といって国の税金で賄われています。つ

まり、老齢基礎年金が満額（６万８千円）

の場合は３万４千円が国庫負担分です。年

金者組合は最低保障年金制度が創設される

まで、この国庫負担分３万４千円を高齢者

全員に支給するよう要求しています。たと

えば、老齢基礎年金が５万円の場合は２万

５千円が国庫負担ですが、これを３万４千

円にすれば５万９千円の老齢基礎年金にな

ります。無年金者でも国庫負担分の３万４

千円の老齢基礎年金が支給されることにな

り低年金の底上げとなります。

府本部年金問題対策部

マンガ：堺北支部 金森丸人さん

３.全額国庫負担による「最低補償年金制度」を実現すること。
当面、基礎年金の国庫負担分として月額３．４万円を全ての高
齢者に支給しなさい。

（国への重要な５つの要求－その３）

昨
年
12
月
２
日
、
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
が
停
止
に
な
り
ま
し

た
。
政
府
は
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

に
一
本
化
し
よ
う
と
躍
起
で
す
が
、

医
療
機
関
窓
口
で
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
は
10
月
時
点
で
15
・

67
％
。
使
い
勝
手
が
悪
い
う
え
、

今
も
資
格
確
認
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
健
康
保
険
証
期
限
切
れ
後

は
「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ

こ
れ
ま
で
通
り
受
診
で
き
ま
す
。

し
か
し
「
書
」
は
あ
く
ま
で
も
経

過
措
置
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
申

請
な
し
の
交
付
も
当
分
の
間
。
将

来
的
に
申
請
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
受

診
、
国
民
皆
保
険
を
維
持
す
る
た

め
に
健
康
保
険
証
存
続
の
法
改
正

を
国
会
に
求
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

●
協
会
け
ん
ぽ
、
健
康
保
険
組
合

…

２
０
２
５
年
12
月
１
日
、
ま
た

は
券
面
記
載
の
有
効
期
限
ま
で
で

す
。

●
国
民
健
康
保
険…

券
面
記
載
の

有
効
期
限
ま
で
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度…

２
０

２
５
年
７
月
31
日
ま
で
で
す

＊
住
所
変
更
、
退
職
、
転
職
な
ど

で
期
限
切
れ
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
者
は
資
格

確
認
で
き
な
い
場
合
、
健
康
保
険

証
が
利
用
で
き
ま
す
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
者
で
不
安

な
人
は
登
録
解
除
も
加
納
で
す
。

健
康
保
険
証
の
期
限
切
れ
後
は

「
資
格
確
認
書
」
で
大
丈
夫
で
す
。

●
資
格
確
認
書
を
当
分
の
間
、
申

請
な
し
で
交
付
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い

な
い
人
、
解
除
し
た
人
。

・
後
期
高
齢
者
は
２
０
２
５
年
７

月
末
ま
で
暫
定
的
に
交
付
し
ま
す
。

●
資
格
確
認
書
を
申
請
に
よ
り
交

付
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い

る
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

受
診
が
困
難
な
障
害
者
や
高
齢
者
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
・

更
新
中
の
人
。

＊
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
者
は
資
格

確
認
が
で
き
な
い
場
合
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
か
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
画
面
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
含
む
）
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
と
も
に

示
す
こ
と
で
確
認
で
き
ま
す
。

（
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本
部
）

３
・
13
重
税
反
対
全
国
統

一
行
動
は
１
９
７
０
年
に
開

始
さ
れ
て
以
降
、
文
字
通
り

「
全
国
民
の
重
税
反
対
の
日
」

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
（
写
真
は
昨
年
の
行
動
）

今
日
、
人
権
無
視
の
税
務

調
査
や
徴
収
、
倒
産
に
追
い

込
む
差
し
押
さ
え
な
ど
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
１
月
か
ら
全
事
業
者
に
電

子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
が
完

全
義
務
化
さ
れ
、
帳
簿
の
記

載
不
備
に
罰
則
が
設
け
ら
れ

る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
と
強
権

化
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
は
、
消
費
税

率
引
き
下
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
即
時
廃
止
、
改
憲
阻
止
、

健
康
保
険
証
の
廃
止
撤
回
、

年
金
・
社
会
保
障
の
拡
充
、

不
当
な
税
務
行
政
の
是
正
、

納
税
者
の
権
利
の
擁
護
・
発

展
を
め
ざ
し
、
創
意
・
工
夫

を
凝
ら
し
て
３
・
13
重
税
反

対
全
国
統
一
行
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
多
く
の
個
人
署
名

を
集
約
し
、
当
日
の
行
動
に

も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

空
襲
被
害
者
の
救
済
法
の
成
立
を

軍
人
ら
に
は
60
兆
円

空
襲
下
の
退
去
禁
止

健
康
保
険
証
存
続
の

法
改
正
を
求
め
よ
う

マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く

て
も
受
診
で
き
ま
す

１
月
13
日
は
成
人
の
日
で

し
た
。
府
内
の
市
町
村
で
は
、

成
人
の
集
い
や
、
二
十
歳
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
「
進

歩
と
革
新
を
め
ざ
す
懇
話
会
」

や
年
金
者
組
合
、
新
日
本
婦

人
の
会
が
、
お
祝
い
の
宣
伝

を
会
場
前
で
行
い
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
人
が
希
望
や

夢
の
持
て
る
社
会
を
ご
一
緒

に
作
り
ま
し
ょ
う
。
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
」
「
若
者
も

高
齢
者
も
安
心
の
年
金
生
活

が
で
き
る
社
会
を
ご
一
緒
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。

ま
た
「
７
月
に
参
議
院
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
投
票
に
行

き
夢
の
持
て
る
社
会
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
給
料

が
増
え
る
喜
び
を
味
わ
え
る

社
会
を
一
緒
に
作
っ
て
い
く

こ
と
や
、
高
い
学
費
を
半
額

か
ら
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
な
日

本
の
社
会
に
し
て
い
く
こ
と

を
書
い
た
ビ
ラ
を
手
渡
し
ま

し
た
。

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
様
子

（
富
田
林
市
す
ば
る
ホ
ー
ル
）

ご
成
人
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
56
回
３
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動
の

取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

50
万
８
７
０
０
余
人
の
民

間
空
爆
死
没
者
を
慰
霊
し
恒

久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
１

９
５
６
年
10
月
26
日
に
建
立
。

刀
を
地
中
に
突
き
立
て
た
形

の
塔
は
不
戦
の
意
思
を
表
現
。

側
柱
に
１
１
３
の
戦
災
都
市

の
空
爆
被
害
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

（
姫
路
市
手
柄
山
中
央
公
園
）

【
写
真
の
説
明
】

年
金
違
憲
裁
判
期
日
に
大

阪
地
裁
へ
向
か
う
原
告
団



立
春
が
過
ぎ
て
も
な
お
身

を
切
る
よ
う
な
寒
さ
が
続
く

２
月
（
如
月
）
。
昨
年
は
、

国
内
外
で
大
き
な
選
挙
の
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
10
月
の

衆
院
選
挙
で
は
、
自
公
が
過

半
数
を
割
り
込
む
事
態
と
な

り
今
な
お
政
治
の
混
沌
と
し

た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
17
日
～
20
日

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
国

連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
が
開
催
さ

れ
全
日
本
年
金
者
組
合
女
性

部
と
し
て
代
表
２
人
が
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
に

お
け
る
女
性
の
低
賃
金
、
低

年
金
の
是
正
を
要
請
す
る
な

ど
今
ま
で
に
は
な
い
大
き
な

動
き
と
な
り
ま
し
た
。
府
本

部
女
性
部
は
、
今
年
１
月
15

日
会
議
後
に
お
茶
と
お
菓
子

で
さ
さ
や
か
な
「
茶
話
会
」

を
催
し
ま
し
た
。
色
々
と
話

も
弾
み
和
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
は
巳

年
で
す
。
役
員
・
委

員
に
今
年
の
抱
負
を

聞
き
ま
し
た
。

●
今
年
は
大
阪
が
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
の
担
当
で
す
。
府

本
部
女
性
部
一
同
心
を
合
わ

せ
一
丸
と
な
り
、
無
事
開
催

出
来
る
よ
う
努
め
て
行
き
ま

す
。

府
本
部

女
性
部
長

●
一
番
苦
手
な
巳
年
。
敢
え

て
生
態
を
見
る
と
何
と
機
能

を
進
化
さ
せ
た
生
き
物
な
の

か
。
高
齢
の
役
員
が
高
齢
の

組
合
員
を
牽
引
し
て
い
く
た

め
、
知
恵
を
絞
っ
て
対
応
を

変
え
前
進
し
た
い
と
思
う
師

が
大
嫌
い
な
「
巳
」
と
は
。

平
野
支
部

●
皆
で
団
結
し
悠
々
と
楽
し

く
悔
い
無
く
活
動
し
「
雨
降
っ

て
地
固
ま
る
」
の
諺
が
あ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

豊
中
支
部

●
今
年
は
、
府
女
性
部
の
役

員
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り

で
大
変
で
す
が
、
会
議
の
内

容
を
支
部
女
性
部
に
伝
え
る

事
。
身
体
に
気
を
付
け
て
府

本
部
の
会
議
に
は
休
む
事
な

く
参
加
す
る
こ
と
を
第
１
に

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

羽
曳
野
支
部

●
毎
月
の
女
部
委
員
会
に
参

加
し
て
各
支
部
の
活
動
を
聞

い
て
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
増
や
し
、
サ
ー
ク
ル
な

ど
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
の
は
女
性
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年

は
、
［
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

の
集
い
」
が
大
阪
で
開
か
れ

ま
す
。
創
意
と
団
結
で
心
に

残
る
集
会
に
な
る
よ
う
皆
で

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

河
内
長
野
支
部

●
女
性
部
の
役
員
を
し
て
２

年
が
経
ち
ま
し
た
。
責
任
が

あ
る
の
で
荷
が
重
い
で
す
が
、

そ
の
分
、
皆
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
で

今
は
一
番
心
休
ま
る
友
達
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
で
も

挑
戦
し
て
み
る
も
ん
で
す
よ
。

年
金
者
組
合
活
動
を
し
て
元

気
を
勝
ち
取
ろ
う
。

岸
和
田
支
部

●
府
本
部
女
性
部
の
会
議
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
２

年
目
。
委
員
さ
ん
や
活
動
内

容
も
解
る
よ
う
に
な
り
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。
人
間
ら
し
く
生
き
続

け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

ぼ
ち
ぼ
ち
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

枚
方
支
部

●
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
友
人
に

「
大
き
な
事
や
世
界
を
変
え

る
な
ん
て
出
来
な
い
。
そ
れ

よ
り
貴
女
の
隣
の
人
が
困
っ

て
い
た
ら
ど
う
か
手
を
差
し

伸
べ
て
下
さ
い
ね
」
と
教
わ

り
ま
し
た
。
今
年
の
抱
負
は
、

困
っ
て
い
る
人
が
隣
に
い
れ

ば
手
厚
く
助
け
ら
れ
る
人
に

な
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

住
吉
支
部

●
今
年
も
、
「
無
理
せ
ず
、

楽
せ
ず
、
頑
張
り
す
ぎ
ず
に
」

を
頑
張
っ
て
。
平
和
を
願
い

な
が
ら
憲
法
９
条
を
大
切
に

し
、
楽
し
く
年
金
者
組
合
の

仲
間
と
日
々
を
過
ご
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
原
支
部

●
今
年
度
は
、
女
性
書
記
長

を
中
心
に
組
合
員
減
少
に
歯

止
め
を
掛
け
る
た
め
、
サ
ー

ク
ル
活
動
を
活
発
化
し
、
署

名
運
動
を
通
し
て
要
求
を
実

現
し
て
行
く
為
に
取
り
組
み

ま
す
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
出
来

る
人
に
声
を
掛
け
、
特
に
女

性
パ
ワ
ー
の
盛
り
上
が
り
に

期
待
。
そ
れ
に
は
先
ず
健
康

的
な
生
活
を
心
が
け
ま
す
。

箕
面
支
部

●
今
年
は
、
組
合
の
行
事
に

も
身
体
が
動
く
限
り
参
加
し
、

会
議
も
休
ま
ず
参
加
出
来
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

寝
屋
川
支
部

●
女
性
部
委
員
が
２
人
。
一

人
で
も
増
え
た
ら
い
い
け
ど
。

茨
木
支
部

●
高
齢
者
運
動
の
変
わ
り
目

を
自
覚
し
新
し
い
ス
タ
イ
ル

を
つ
く
り
出
し
て
行
く
必
要

を
感
じ
る
。

●
昨
年
は
私
事
で
は
厄
災
続

き
で
し
た
が
、
何
と
か
ク
リ

ア
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
志

を
同
じ
く
す
る
人
々
と
連
帯

し
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

池
田
支
部

２０２５年２月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２２号（６）

お
知
ら
せ

第
8
回
女
性
部
委
員
会

2
月
19
日
13
時
30
分

～
グ
リ
ー
ン
会
館
6
階

宣
伝
行
動
１
・
２
月
休
止

文
化
行
楽
行
事

「
天
満
天
神
繁
昌
亭
」

上
方
落
語
鑑
賞

日
時
・
４
月
30
日
（
水
）

午
後
１
時
繁
昌
亭
前
集
合

料
金
・
２
０
０
０
円

（
組
合
員
）

２
２
５
０
円

（
組
合
員
以
外
）

Ｊ
Ｒ
東
西
線
大
阪
天
満
宮

メ
ト
ロ
南
森
町
駅
下
車

７
番
出
口
徒
歩
３
分

定
員
１
０
０
人

最
終
締
切
日
は
３
月
15
日

★
行
事
保
険
加
入
の
方

の
み
50
円
追
加

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

和やかな雰囲気のミニ茶話会

^巳年
の
抱負



交
野
支
部ボ

ン
（
匿
名
）

今
回
は
金
魚
の
町
（
金
魚

す
く
い
の
全
国
大
会
も
あ
る
）

大
和
郡
山
市
に
。

大
和
郡
山
城
址
で
、
た
こ

焼
き
や
焼
き
そ
ば
、
お
で
ん

な
ど
を
売
る
露
店
を
楽
し

み
な
が
ら
花
見
を
楽
し
も
う
。

ウ
～
ン
、
ソ
ー
ス
や
醤
油

の
香
ば
し
い
匂
い
で
桜
の
花

に
集
中
で
き
ま
せ
ん
？
知
ら

ん
わ
！

本
丸
跡
か
ら
眺
め
た
書
院

前
の
桜
、
石
垣
周
辺
に
咲
く

桜
も
き
れ
い
！
エ
ッ
？
花
見

で
は
腹
は
ふ
く
れ
な
い
、
団

子
は
な
い
の
か
っ
て
？

ラ
ン
チ
な
ら
、
郡
山
城
址

よ
り
歩
い
て
15
分
ほ
ど
？
料

理
旅
館
「
尾
川
」
で
松
花
堂

弁
当
（
要
予
約
）
は
い
か
が
。

店
に
入
る
と
お
抹
茶
と
和

菓
子
で
お
出
迎
え
。
一
服
後
、

部
屋
に
通
さ
れ
る
。
ま
ず
は

一
献
？
頼
ん
で
お
い
た
松
花

堂
弁
当
に
は
、
玉
子
豆
腐
と

白
魚
の
お
椀
、
若
竹
煮
な
ど

に
加
え
、
お
弁
当
に
は
炊
き

合
わ
せ
、
鯛
と
鮪
の
造
り
、

ほ
た
る
イ
カ
と
う
る
い
の
酢

味
噌
和
え
、
鱚
揚
げ
物
、
紅

き

す

芋
豆
腐
な
ど
が
綺
麗
に
盛
り

合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
目
で
味
わ
う
。
ウ
～

ン
繊
細
で
上
品
、
手
間
暇
か

け
た
一
品
と
い
う
思
い
が
、

味
？
お
い
し
い
に
決
ま
っ
て

い
る
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
地
酒
も
あ
る
。

食
後
は
水
菓
子
も
出
さ
れ

る
。
茶
室
を
眺
め
な
が
ら
庭

の
風
情
も
楽
し
み
た
い
。

是
非
一
度
！

（７） ２０２５年２月１５日（土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２２号付録

支
部
の
組
合
員
さ
ん
か
ら

「
５
年
前
に
契
約
し
た
火
災

保
険
の
満
期
が
近
づ
い
て
保

険
会
社
か
ら
書
類
が
届
い
た

が
、
更
新
後
の
保
険
料
が
前

回
の
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

年
金
者
組
合
の
火
災
共
済
の

説
明
を
し
て
欲
し

い
」
と
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
書
類

を
見
て
驚
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
築
年

数
に
よ
っ
て
「
評

価
額
」
が
決
ま
り
、
保
険
金

額
１
３
０
０
万
円
・
地
震
保

険
の
金
額
が
６
７
０
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

共
済
は
築
年
数
不
問
で
、

こ
の
組
合
員
さ
ん
の
場
合
、

火
災
で
全
焼
し
た
ら
２
２
４

０
万
円
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

民
間
保
険
は
相
次
ぐ
値
上
げ

で
、
こ
の
組
合
員
さ
ん
の
場

合
、
３
３
０
０
０
円
か
ら
７

７
０
０
０
円
に
も
保
険
料
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
共
済

の
掛
金
は
１
９
４
４
０
円
で

し
た
。
説
明
の
翌
々
日
、
こ

の
組
合
員
さ
ん
か
ら
さ
っ
そ

く
火
災
共
済
の
加
入
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
狭
山
支
部

西
川

博
さ
ん

12
月
７
日

忘
年
会
を
開

催
。
会
場
は
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ

本
部
の
会
議
室
。
参
加
者

が
次
々
に
来
ら
れ
、

手
際

よ
く
準
備
完
了
。
手
作
り
の

ち
ら
し
寿
司
と
豚
汁
が
机
の

上
に
並
ぶ
と
一
同
着
席
。
こ

の
日
の
参
加
者
は
19
人
、
組

合
以
外
は
６
人
で
し
た
。

浜
本
さ
ん
の
司
会
で
し
ば

ら
く
美
味
し
い
料
理
を
味
わ

い
な
が
ら
歓
談
。
そ
し
て
自

己
紹
介
と
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ

た
の
で
近
況
報
告
を
交
え
て

交
流
し
ま
し
た
。

・
茨
田
診
療
所
の
理
事
を
し

て
い
る
。
「
紙
の
保
険
証
」

は
使
え
る
。

・
毎
日
妻
の
介
護
で
大
変
。

先
週
、
３
回
も
救
急
車
で
運

ば
れ
た
、
妻
の
病
名
は
「
い
っ

ぱ
い
」
だ
。

・
息
子
が
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で

身
体
を
壊
し
た
。
今
は
家
に

帰
り
落
ち
着
い
て
い
る
。

・
行
事
に
参
加
し
た
か
っ
た

が
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
。

今
、
三
線
を
し
て
い
る
。

な
ど
家
族
の
様
子
や
趣
味

な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
語

ら
れ
そ
の
後
、
支
部
長
の
挨

拶
、
各
団
体
で
活
動
し
て
い

る
組
合
員
か
ら
活
動
紹
介
が

さ
れ
ま
し
た
。

わ
ら
び
座
の
宣
伝
を
兼
ね

「
ゴ
ホ
ン
と
い
え
ば
」
を

み
ん
な
で
「
朗
読
劇
」
風
に

演
じ
楽
し
み
ま
し
た
。

交
流
の
後
に
、
事
務
長
か

ら
、
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

①
今
日
の
感
想
を
出
し
て
欲

し
い
。

②
年
金
署
名
を
集
め
て
欲
し

い
。

③
周
り
の
人
に
組
合
へ
の
加

入
を
勧
め
て
ほ
し
い
。

④
諸
活
動
に
参
加
し
て
欲
し

い
。な

ど
４
つ
の
お
願
い
が
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
賛
同
の
拍

手
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
前
田
さ
ん
の
カ

ラ
オ
ケ
の
熱
唱
に
聞
き
惚
れ

み
ん
な
で
「
ふ
る
さ
と
」

「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
の
合
唱

を
楽
し
み
満
足
し
て
散
会
し

ま
し
た
。

室
井

弘

参
加
者
一
言
感
想

い
ろ
い
ろ
な
団
体
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
方
と
交
流
が
出

来
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

楽
し
い
ひ
と
と
き
、
美
味
し

い
食
事
・
飲
み
物
、
お
菓
子

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「賑やかに忘年会」

鶴見支部

民
間
の
保
険
か
ら

共
済
に
切
り
替
え

気
ま
ま
に

一
人
旅

大
和
郡
山
市

地
酒
でま

ず
は
一
献

賑
や
か
に
忘
年
会

共済だより【
お
詫
び
と
訂
正
】
本
紙
12
月
15
日
号
、
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
の
記
事
で
、
「
進
藤
恵
子
さ
ん
」
と
あ
る
の
は
「
信
藤
恵
子
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



２０２５年２月１５日（土曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２２号 （８）

こ
の
映
画
は
、
１
９
８
０

年
、
私
が
学
生
の
時
に
封
切

り
さ
れ
た
映
画
で
す
。

主
演
は
前
田
吟
さ
ん
が
看

護
師
の
夫
役
（
藤
波
泰
男
）
、

佐
藤
オ
リ
エ
さ
ん
が
妻
の
看

護
師
役
（
啓
子
）
で
す
。
泰

男
は
職
安
に
勤
務
し
な
が
ら
、

妻
の
啓
子
を
支
え
子
育
て
に

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
過
労
で
倒
れ
こ
む
啓
子
。

泰
男
は
、
彼
女
に
仕
事
を
辞

め
ろ
と
い
う
が
、
看
護
師
の

使
命
感
で
辞
め
な
い
啓
子
。

泰
男
の
新
聞
へ
の
投
書
「
十

分
な
労
働
条
件
と
休
息
が
な

ぜ
な
い
の
か
、
看
護
婦
の
オ

ヤ
ジ
た
ち
よ
、
あ
な
た
は
辛

く
は
な
い
で
す
か
。
こ
の
ま

ま
で
は
私
た
ち
の
家
族
は
完

全
に
破
壊
さ
れ
る
。
政
府
は
、

厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）

は
、
わ
た
し
た
ち
を
ど
う
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か

…

」
を
き
っ
か
け
に
、
啓
子

や
仲
間
の
看
護
婦
と
亭
主
の

集
い
が
開
か
れ
る
と
い
っ
た

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

私
の
大
学
で
も
上
映
実
行

委
員
会
が
あ
り
、
講
義
室
で

観
ま
し
た
。
学
生
運
動
に
ど
っ

ぷ
り
足
を
突
っ
込
ん
で
い
ま

し
た
の
で
、
看
護
師
や
医
療

現
場
の
大
変
さ
を
通
じ
て
社

会
や
政
治
を
知
る
映
画
で
も

あ
り
ま
し
た
。

卒
業
後
し
ば
ら
く
し
て
民

医
連
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
映
画
の
こ
と
を
時
折
思

い
だ
し
て
い
ま
し
た
。
私
の

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
民
医
連
の

事
務
職
員
を
短
期
間
経
て
若

く
し
て
町
会
議
員
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
私
自
身
は

看
護
師
の
オ
ヤ
ジ
の
苦
労
の

実
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
医
療
現
場
、
医

師
・
看
護
師
な
ど
医
療
従
事

者
の
労
働
条
件
は
改
善
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
ち

な
み
に
「
看
護
婦
」
か
ら

「
看
護
師
」
へ
の
名
称
変
更
は

２
０
０
２
年
か
ら
で
す
）

泉
大
津
忠
岡
支
部

是
枝

一
成

【お知らせ】思い出の映画、文芸作品など、みなさんの投稿を待っています。機関紙部

思
い
出
の
映
画
・
号
泣
し
た
映
画
・
も
う
い
ち
ど
観
た
い
映
画

看
護
婦
の
オ
ヤ
ジ
が
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